横浜ボーイズ規約

（令和３年９月改正）

第1章 総　則

　　　（名　称）

第１条　　このチームは(公財)日本少年野球連盟　神奈川県支部　所属　横浜ボーイズと　　　称する
　　（事務所）

第2条 このチームの事務所は、代表宅に置く

第2章 目的及び事業

　　　（目　的）

第3条 このチームは(公財)日本少年野球連盟の定款に基づき支部の趣旨に則り、その目的及び事業を推進するため、チームの充実を常に心掛け、次代をになう少年の健全育成を図る事を目的とする

　　（事　業）

第4条 前条の目的を達成するために次の事業を行う

1． 連盟の目的及び支部の趣旨に沿った定款及び規約の遵守並びに品位保持の施行

2． 練習、対親善試合、連盟主催の大会等の参加協力

3． 少年に適した正しい野球の指導とマナーの向上

第3章 組織並びに会費

　　　（組　織）

第5条 １．部員は硬式野球を愛好し、スポーツによって心身を鍛練しようとする原則として中学生で保護者の承諾を得、チームが認めた者を対象とする
なお、小学生の入部資格については別途定めることとする


２．必要に応じて父母会を開催することができる

（フロント・役員）
第6条 １．代表　　　１名　　チーム最高責任者、連盟支部登録


２．副代表　若干名　　代表を補佐し、チームの円滑及び運営管理を行う

　　　　　　３．会計　　　１名　　チーム内の会計を管理する（父母会より選出）

　　　（現場役員）

第７条　　
１．監督　１名　　ヘッドコーチ　１名　　マネージャー　１名（連盟登録）

　　　　　　　　他コーチ数名


２．審判　２名以上

　　　（その他の役員選出）

第８条
１．代表選出は連盟規定に則り、適格者をコーチ会議で決定し支部（連盟）に推薦する


２．その他の役員は代表が推挙し、コーチ会議で決定する

　　　（役員の任務、父母の任務）
第9条 １．役員はチームの運営の円滑を計る

２．父母はチーム役員の協力に不適当な行為をしない

３．父母は横浜ボーイズ父母会員として加盟する事を義務とする

　　　（会　費）

第10条 １．チームの決定した会費を必ず納入しなければならない

（毎月チーム会計より連絡あった口座へ振込み）

２．特別な理由（チームにて認めた）がない場合の滞納は認めない

　　　　　３．病気・怪我等で長期参加が出来ない場合などは会費の減額をする

　　　　　　　（コーチ会議等で認められたものだけ）

　　　　　４．在団中の兄弟がいる期間中は会費の減額をする

　　（脱退・除名）

第１１条　１．チームの運営上不適当な行為、言動をとった者に対しチーム役員は協議の上、除名することが出来る
　　　　　　　又、役員が対象の場合は、父母会及びその他の役員にて処分を決定する

　　　　　２．役員・選手・保護者は申し出により退団出来る

第4章 安全管理と責任

　　　（安全管理）

　第１２条　１．チームは選手の健康管理、安全確保について常に留意し活動中に事故者の出ないよう事前に防止対策を計る

　　　　　　２．保護者は選手の身体に異常が有るときは、監督にその旨を伝える

　　　　　　３．選手及び指導者は連盟、チーム指定の傷害保険に加入しなければならない

　　　　　　４．選手の健康管理は家庭で行う

　　　（チームの賠償責任範囲）

　第１３条　１．選手の移動、活動中に於いて万が一の事故等については、チームの契約した賠償責任保険金額の支払い範囲とする
　　　　　　２．その他問題点が生じた場合は、チーム役員協議の上、決定する

第5章 会計事業年度

　　　（事業年度）

　第１４条　１．毎年９月１日より８月３１日の一年間とする

　　　（会計年度）

　第１５条　１．毎年９月１日より８月３１日とする

　　　（役員会・総会）

　第１６条　年に２回総会を開催する

1． 事業報告、会計報告（上半期（９月予定）総会時）

· 会計報告の監査はチーム代表及び、父母代表にて必ず事前に行う

2． 事業計画、新入部員紹介（下半期（５月予定）総会時）

3． 役員会、総会を招集し議長に代表がなるが、状況により副代表が議長を選出することが出来る

4． その他の必要事項はチーム役員会が決定する
　　　（父母会）

　第１７条　父母会の規約に基づきチームの運営を計るものとする

１・チームに協力を惜しまない団体にすること

２．チームの運営、応援を惜しまない団体にすること

３．チームへの意見、答申は父母代表に申し出ること

４．チーム選手の移動については、父母会の協力で運営すること
　　（チームより要請があれば自動車の提供、運転協力すること）
５．チームを批判する行動・言動は絶対にしないこと

６．チーム及び父母会の和をみだす行為は絶対にしないこと

７．父母会での決め事はチームに承認してもらってから確定すること

　　（父母会だけの判断で決め事を作らないこと）

（進学・進路）

　第１８条　１．選手が高校野球（私学）を希望する場合は親、選手が協議の上チームに相談する

　　　　　　２．スカウトがあった場合、全てチームは親・本人に報告し、本人が選択する

　　　　　　３．親・本人の協議の上チームを通して進学を希望する場合は、できるだけ早めにその旨チームへ伝えること
　　　　　　４．個人の縁故等で進学を受ける場合は前もってチームに必ず報告すること

　　　　　　５．公立へ進学希望者は上記の限りではないが、一応チームにその旨を伝える

付　則

代　表　　中村　浩一　　　　神奈川県横浜市栄区上郷町８１－１５
　　　　　　　０４５－８９２－９３３４　　　０９０－１２５６－４９５５
　　副代表　　杉浦　大　　　　　神奈川県横浜市港南区日野中央２－５－３
　　　　　　　０４５－８４７－４９７６　　　０９０－１４３７－２３３４
　　副代表　　月岡　勉　　　　　神奈川県横浜市港南区野庭町６３４－３－３４５

　　　　　　　０４５－８４１－３５２８　　　０９０－３５４５－４２５８
